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お慶び ご寄付

4 月 30 日受付分まで結 婚

夫 ・ 妻 （行政区）

井
い で

手 龍
た つ の す け

之介・ 江
え と う

藤 優
ゆ う か

香 （古神2区）

髙
た か き

木 将
しょうた

太 ・鍋
なべしま

島 可
か な み

菜美（ 古 閑 ）

松
まつもと

本 峰
み ね き

樹 ・ 濵
はまはた

畑 真
ま き

季 （ 枳 ）

（4 月 30 日 時点）

人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 24,694人 11,664人 13,030人 11,632 世
帯

前月比 12人 減 1人 減 11人 減 22世帯 増 

人の動き

出生 死亡 転入 転出

6人 29人 139人 96人

（4/1 ～ 4/30）

赤ちゃん 4 月 30 日受付分まで

赤ちゃん パパ ・ ママ （行政区）

植
うえぞの

園 琉
る い

生 健
け ん じ

司 ・ 遥
はるか

（東 2 区）

武
たけいち

市 竜
りゅうじ

二 ・ 桃
も も こ

子 （東 2 区）

岩
いわした

下 和
の ど か

花 慎
し ん じ

二 ・ 宏
ひ ろ み

美 （ 乙 姫 ）

川
かわふじ

藤 光
ひ か り

莉 大
だいせい

成 ・ 美
み き

樹 （ 永 草 ）

旺
おうぜん

善
來
く ぜ ん

善

昭和10年5月生

米 寿

氏名 （行政区）

岩
いわなが

永 たか ( 町1区 )

野
の ざ き

嵜 照
て る し

志 (古神2区)

金
かねみつ

光 洋
ひろみ

(古神3区)

西
にしむら

村 ヒサ子
こ

( 分1区 )

江
え と う

藤 千
ち え こ

惠子 ( 上 町 )

宮
みやもと

本 エミ子
こ

(下西河原 )

横
よ こ た

田 政
まさとし

利 (内牧2区)

荒
あ ら き

木 志
し づ こ

津子 (内牧5区)

江
え と う

藤 美
み よ こ

代子 ( 小 里 )

西
にしざか

坂 節
せ つ こ

子 ( 小 里 )

山
やまもと

本 ミエ子
こ

( 折 戸 )

小
お や ま

山 敏
としゆき

行 ( 宇 土 )

橋
はしもと

本 サツ子
こ

( 山 田 )

宮
みやざき

﨑 勉
つとむ

( 小 倉 )

中
なかしま

島 初
は つ こ

子 (下役犬原 )

吉
よ し だ

田 スミヨ ( 西 町 )

松
ま つ だ

田 美
み な こ

奈子 ( 坊 中 )

髙
たかさき

﨑 フミ子
こ

(上西黒川)

古
こ が

閑 美
み ち こ

智子 ( 乙 姫 )

立
たてやま

山 袈
け さ よ

代 ( 乙 姫 )

榮
さかえ

 一
い ち お

雄 ( 永 草 )

日
ひ だ

田 龍
りゅう

( 赤 水 )

寄 付

阿蘇市社会福祉協議会(香典返し)

4 月 30 日受付分まで

寄付者　   続柄 物故者 行政区

岩
いわした

下 正
せ い じ

治 母 キリ子
こ

（東 1 区）

梶
かじわら

原 輝
てるあき

昭 父 梶
かじわら

原 昭
あきのり

徳 （西 3 区）

河
かわしま

島 勝
かつよし

義 母 シズ子
こ

（西 3 区）

山
や ま べ

部 清
きよつぐ

次 母 實
じ つ こ

子 （ 塩 塚 ）

山
やまうち

内 勝
か つ じ

次 母 ケサト （南宮原）

髙
たかみや

宮 米
よねかつ

勝 母 ツボミ （ 湯 浦 ）

永
な が の

野 邦
くにひろ

博 母 クニ子
こ

（西湯浦）

大
や ま と

和 真
し ん じ

二 父 政
まさのり

則 （ 今 町 ）

石
い し だ

田 誠
まこと

母 節
せ つ こ

子 （ 乙 姫 ）

畑
はたもと

本 ちみ子
こ

母 宿
しゅくり

利 エイ子
こ

（ 的 石 ）

山
やまもと

本 輝
て る み

美 夫 滋
しげる

（ 的 石 ）

大
おおつか

塚 重
しげもり

盛 妻 サヨ子
こ

（小地野）

広
告



人 権 作 文人 権 作 文

令和４年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より  ※ 学年は令和4年度時点。

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
で
す
。昨
年
ま
で
、

野
菜
を
積
ん
で
市
場
ま
で
運
ぶ
仕
事

で
し
た
が
、今
は
大
分
の
製
材
所
か

ら
出
る
オ
カ
ク
ズ
を
契
約
先
ま
で
運

ん
で
い
ま
す
。オ
カ
ク
ズ
は
牛
舎
の

牛
の
寝
床
に
な
り
殺
菌
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、枕
の
材

料
に
も
な
り
、睡
眠
効
果
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
、ぼ
く
は
、

「
今
日
ど
こ
に
行
く
の
。」

と
、聞
き
ま
し
た
。す
る
と
、お
父
さ

ん
が
、

「
大
分
の
日
田
に
行
く
よ
。」

と
、言
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
日
田
が
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。そ
し

て
、色
々
と
話
を
し
な
が
ら
お
父
さ

ん
と
日
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
日
田
の
製
材
所
に
着
く
と
、お
父

さ
ん
が
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
何
か
作

業
を
始
め
ま
し
た
。ト
ラ
ッ
ク
に
オ

カ
ク
ズ
を
積
む
作
業
で
す
。そ
の
間
、

製
材
所
に
人
が
集
ま
り
だ
し
て
、リ

フ
ト
や
製
材
所
の
機
械
が
次
々
と

動
き
出
し
ま
し
た
。色
々
と
機
械
が

あ
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。四
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
ス
コ
ッ
プ
一
つ
で
オ

カ
ク
ズ
の
山
を
作
る
お
父
さ
ん
の
姿

　
ブ
ロ
ロ
ロ
ロ
・
・
・

車
の
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
。四
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
の
助
手
席
に
、ぼ
く
は
眠
い

目
を
こ
す
り
な
が
ら
乗
り
こ
み
ま
し

た
。お
父
さ
ん
が
、

「
じ
ゃ
あ
出
発
す
る
よ
。」

と
、言
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

「
う
ん
。」

と
、言
い
ま
し
た
。

　
朝
五
時
。ぼ
く
は
波
野
の
家
か
ら
、

図
工
作
品
の
取
材
の
た
め
に
、お
父

さ
ん
に
同
行
し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、ト

は
力
強
く
、と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た

で
す
。飛
び
散
っ
た
オ
カ
ク
ズ
を
水

で
流
し
、最
後
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
緑
の
シ
ー
ト
を
丁
寧
に
か
け
て
、

風
で
飛
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、製
材
所
を
出
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
、

「
お
父
さ
ん
今
か
ら
ど
こ
に
行
く
の
。」

と
、言
っ
た
ら
、お
父
さ
ん
が
、

「
契
約
先
の
大
津
に
行
く
よ
。」

と
、言
い
ま
し
た
。そ
し
て
、日
田
か

ら
大
津
ま
で
ま
た
お
父
さ
ん
と
色
々

と
話
を
し
な
が
ら
向
か
い
ま
し
た
。

大
津
で
ト
ラ
ッ
ク
の
オ
カ
ク
ズ
を
降

ろ
し
、契
約
先
の
お
じ
さ
ん
か
ら
、

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」

と
、言
わ
れ
る
と
、お
父
さ
ん
も
に
っ

こ
り
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

そ
の
日
は
焼
き
肉
屋
に
寄
っ
て
家
に

帰
り
ま
し
た
。

　
取
材
を
終
え
て
、お
父
さ
ん
の
仕

事
は
、朝
早
く
か
ら
出
か
け
て
長
い

距
離
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、力
強
く
働

く
姿
や
感
謝
さ
れ
る
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。ぼ
く
も
大
人
に
な
っ
た
ら
、ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
に
な
り
た
い
で
す
。

れ
ま
し
た
。今
回
の
取
材
を
通
し
て
、

お
父
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
や
り
が

い
や
誇
り
と
い
う
も
の
を
実
際
に
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
す
る
お
父
さ
ん
の
姿
を
絵
に
し
た

素
敵
な
一
版
多
色
の
版
画
作
品
も
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

※
オ
カ
ク
ズ

　
お
が
く
ず
、の
こ
く
ず
の
こ
と

お
父
さ
ん
の
こ
と
が
大
好
き
な
優
河

さ
ん
。
お
父
さ
ん
と
同
じ
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
に
自
分
も
な
り
た
い
と

ず
っ
と
前
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
が
以
前
、
深

夜
の
運
送
業
務
だ
っ
た
こ
と
で
睡
眠

不
足
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
今
は

早
朝
か
ら
の
業
務
に
変
わ
り
、
少
し

楽
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
話
し
て
く

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「お父さんの仕事」

波野小学校　6年

後
ごと う

藤　優
ゆうが

河
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トマトやなすなど果菜類の２大害虫 コナジラミ類、スリップス類対策に！

こんなお困りごとは、ありませんか？

 コナジラミやスリップスの被害に困っている

 最近、農薬が効いていないような気がする

 環境に優しい農業をしてみたい

土着天敵

「タバコカスミカメ」で解決！

土着天敵タバコカスミカメ「くまもとＮＴ～天敵のたね」について詳しい
資料をお送りします。ご希望の方は右上のQRコードから当社ＨＰへ。 TEL：096-327-9173
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農業委員会からの

お知らせ
問 農業委員会事務局　☎ 22-3254

農地の賃貸借や売買で権利移動する場合は
農業委員会に届け出て許可を得てください

下記要件などに届出が必要です。
▷ 賃貸借権などの解除
▷ 農地の賃貸借権や売買
▷ 自己所有農地を転用する場合
※  農業委員会は毎月10日（閉庁日の場合は翌開

庁日）に開催されます。
　  毎月20日（閉庁日の場合は翌開庁日）までに

申請してください。

賃貸や売買の権利移動

贈与・相続

農地を家族に贈与する場合、
２つの方法があります

一括贈与
 農地のみを耕作目的で一括に贈与することにより、
贈与税の猶予を受けられる制度です。
 　ただし、３年ごとに贈与税・不動産取得税の猶予
の届出を税務署および県に提出する必要がありま
す。贈与した農地を売買や賃貸することはできませ
ん。（部分・全部の贈与税が確定します）

相続時精算方式
 農地を含む資産を贈与する場合（宅地・家屋などを
含む）、2,500 万円以内であれば、相続時にその贈
与税（この場合は相続税として）を精算する制度です。
 　前年に税務署への届出が必要です。資産証明書
を取り、税務署に相談してください。
※ 相続の場合も農業委員会への届出が必要です。

現況届は忘れずに提出を

農業者年金を受給している人は、毎年 6 月に現況届の提出が必要です。
5 月末頃に、農業年金基金から現況届の通知が発送されていますので、
記入・署名のうえ、6月30日㈮までに農業委員会事務局または各支所に必ず提出してください。

農業者年金

農業者年金は農業者のための公的な積立年金です

農業者なら広く加入できます
国民年金第１号被保険者で、年間 60 日以上農業
に従事する 60 歳未満の人であれば誰でも加入で
きます。要件を満たす人は 60 歳以上 65 歳未満
の人も加入できます。農地の権利名義を持たない
農業者や配偶者・家族従事者も加入できます。

少子高齢化時代に強い年金です
自らが納めた保険料とその運用収入を将来受給
する年金の原資として積み立てる、積み立て方式
の年金です。

保険料の額は自由に決められます
自分が必要とする年金額の目標に向けて、自分で
保険料を決められます（月額２万円から６万７千
円までの間で千円単位で自由に変更可能・35 歳
未満で要件を満たす人は月額 1 万円から加入で
きます）。

終身年金で 80 歳までの保障付きです
年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給者が
80 歳前に亡くなった場合でも、80 歳までに受け
取れるはずであった農業者老齢年金が死亡一時金
として遺族に支給されます（条件あり）。

手厚い政策支援があります
認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担
い手となる人には、国から月額最高１万円の保険
料補助があります。国庫補助額も自分の年金とし
て受給できます。
※  農業者年金の詳しい内容は、農業委員会事務

局、JA阿蘇各支所にお問い合わせください。




